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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 昭和60年4月1日 校歌制定年月日 昭和60年4月1日

（校章デザインのいわれ）
図案を募集したところ、当時
田沢中1年の山本幸二君の
ものに決定。
外側の六角形が雪の結晶を
表し、中の六方向へ伸びる
ヤリ状のものが、清津峡の岩
と村内の山々を表わし、み
んなが自由に育っていくこと
を意味しています。

作詞者 小林賢次 作曲者 柳沢剛

一番　苗場のふもと　包むさ緑
　　　　清流そそぐ　信濃川
　　　　ああ我等　地の利水の利恵まれて
　　　　郷土の愛は　豊かなり
　　　　師と友と　心ひとつに学び続けん

二番　とおつ祖より　伝え聞きたる
　　　　妻有の里の　物語
　　　　父母の三つの学び舎統べられて
　　　　中里中学　ここにたつ
　　　　未来への　新たな歴史築き育てん

三番　段丘おおう　言の重さに
　　　　耐えて伸びゆく　杉木立
　　　　若人の　意気は明るく雄々しくて
　　　　希望の道は　輝けり
　　　　師と友と　心一つに学び続けん

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者 小出浩平

一番　朝苗場の峰高く
　　　　光希望の色に映え
　　　　ゆうべ清津の星影に
　　　　心をうつす　ますかがみ

二番　流れ尽きせぬ信江に
　　　　深き想を致しつつ
　　　　岸辺に立てば麗わしき
　　　　不撓の曲は耳をうつ

三番　嵐を凌ぎ雪に堪え
　　　　草木も萌えてさみどりの
　　　　妻有平野に春は呼ぶ
　　　　ああ愛の園　田沢校

地域名 中里 № 59 学校名 中里中学校

地域名 中里 № 58 学校名 田沢中学校

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和22年4月30日
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 昭和60年4月1日 校歌制定年月日 昭和60年4月1日

（校章デザインのいわれ）
図案を募集したところ、当時
田沢中1年の山本幸二君の
ものに決定。
外側の六角形が雪の結晶を
表し、中の六方向へ伸びる
ヤリ状のものが、清津峡の岩
と村内の山々を表わし、み
んなが自由に育っていくこと
を意味しています。

作詞者 小林賢次 作曲者 柳沢剛

一番　苗場のふもと　包むさ緑
　　　　清流そそぐ　信濃川
　　　　ああ我等　地の利水の利恵まれて
　　　　郷土の愛は　豊かなり
　　　　師と友と　心ひとつに学び続けん

二番　とおつ祖より　伝え聞きたる
　　　　妻有の里の　物語
　　　　父母の三つの学び舎統べられて
　　　　中里中学　ここにたつ
　　　　未来への　新たな歴史築き育てん

三番　段丘おおう　言の重さに
　　　　耐えて伸びゆく　杉木立
　　　　若人の　意気は明るく雄々しくて
　　　　希望の道は　輝けり
　　　　師と友と　心一つに学び続けん

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者 小出浩平

一番　朝苗場の峰高く
　　　　光希望の色に映え
　　　　ゆうべ清津の星影に
　　　　心をうつす　ますかがみ

二番　流れ尽きせぬ信江に
　　　　深き想を致しつつ
　　　　岸辺に立てば麗わしき
　　　　不撓の曲は耳をうつ

三番　嵐を凌ぎ雪に堪え
　　　　草木も萌えてさみどりの
　　　　妻有平野に春は呼ぶ
　　　　ああ愛の園　田沢校

地域名 中里 № 59 学校名 中里中学校

地域名 中里 № 58 学校名 田沢中学校

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和22年4月30日
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

作詞者 小堺又七 作曲者 村山武雄

地域名 松代 № 60 学校名 松代小学校

一番　朝に仰ぐ　松苧山
　　　　神のみいつの　かしこさに
　　　　心を正し　くにたみの
　　　　まことの道を　おさめなむ

二番　夕べにのぞむ　渋海川
　　　　たえぬ流の　清きごと
　　　　たゆまずうまず　一筋に
　　　　学びの業を　はげみなむ
　
三番　雪に嵐に　色かえぬ
　　　　松を名に負う　わが校の
　　　　ほまれとうとみ　いざやいざ
　　　　雄々しく共に　つとめなむ

地域名 松代 № 61 学校名 蓬平小学校

校章制定年月日 校歌制定年月日 大正5年

（校章デザインのいわれ） 作詞者 相馬御風 作曲者 弘田龍太郎

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ）

一番　あさひにはえる　じょうやまの
　　　　かわらぬ　まつと　さくらばな
　　　　そせんのいさお　しのびつつ
　　　　おおしくすすもう　てをくんで

二番　はるかにのぞむ　さばいしの
　　　　ながれもつきぬ　いわしみず
　　　　おおきなゆめを　えがきつつ
　　　　こころ　みがこう　ともどもに

三番　ゆうひにかがやく　くろひめの
　　　　みねにひとひら　しろいくも
　　　　きぼうをたかく　かかげつつ
　　　　まなびのみちを　ひとすじに
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和31年7月15日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 富沢清次 作曲者 富沢清次

地域名 松代 № 62 学校名 清水小学校

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者 大給正夫

一番　小鳥の歌に　空はれて
　　　　遥かに望む　佐渡弥彦
　　　　広き眺めの　この丘に
　　　　我が学びやは　そびえ立つ

二番　薬師の山を　湧き出ずる
　　　　清水もいつか　鯖石の
　　　　川と流れて　海に入る
　　　　たゆまず我等　進まなん

三番　黒姫颪 　さぶくとも
　　　　ときわ変らぬ　峯方の
　　　　緑の松のたくましく
　　　　強き力を　鍛えなん

四番　恵みも深き　春秋の
　　　　自然の中に　はぐくまれ
　　　　良き師と共に　むつましく
　　　　いそしむ我等　幸に生く

地域名 松代 № 63 学校名 桐山小学校

一番　菱が高嶺の朝日影
　　　　黒姫山の夕映えも
　　　　希望の窓に照りはえて
　　　　甍聳ゆる桐谷の
　　　　学び舎たのしつれだちて
　　　　学びの道にいそましむ

二番　東頸刈羽魚沼と
　　　　よしや境は隔つとも
　　　　隔てぬ愛の真心は
　　　　ひろく涯なき日本海
　　　　地の利に人の和もそえて
　　　　平和の郷を築かまし

三番　重き任務の遠路に
　　　　そばだつ山は嶮しくも
　　　　進取向上ひたぶるに
　　　　いざ踏み越えん手をとりて
　　　　万物よみがえる初春の
　　　　若き日の夢描きつつ
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和31年7月15日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 富沢清次 作曲者 富沢清次

地域名 松代 № 62 学校名 清水小学校

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者 大給正夫

一番　小鳥の歌に　空はれて
　　　　遥かに望む　佐渡弥彦
　　　　広き眺めの　この丘に
　　　　我が学びやは　そびえ立つ

二番　薬師の山を　湧き出ずる
　　　　清水もいつか　鯖石の
　　　　川と流れて　海に入る
　　　　たゆまず我等　進まなん

三番　黒姫颪 　さぶくとも
　　　　ときわ変らぬ　峯方の
　　　　緑の松のたくましく
　　　　強き力を　鍛えなん

四番　恵みも深き　春秋の
　　　　自然の中に　はぐくまれ
　　　　良き師と共に　むつましく
　　　　いそしむ我等　幸に生く

地域名 松代 № 63 学校名 桐山小学校

一番　菱が高嶺の朝日影
　　　　黒姫山の夕映えも
　　　　希望の窓に照りはえて
　　　　甍聳ゆる桐谷の
　　　　学び舎たのしつれだちて
　　　　学びの道にいそましむ

二番　東頸刈羽魚沼と
　　　　よしや境は隔つとも
　　　　隔てぬ愛の真心は
　　　　ひろく涯なき日本海
　　　　地の利に人の和もそえて
　　　　平和の郷を築かまし

三番　重き任務の遠路に
　　　　そばだつ山は嶮しくも
　　　　進取向上ひたぶるに
　　　　いざ踏み越えん手をとりて
　　　　万物よみがえる初春の
　　　　若き日の夢描きつつ
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 小出浩平 作曲者 小出浩平

地域名 松代 № 64 学校名 孟地小学校（旧伊沢小学校）

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者 小出浩平

一番　山の子供だ　山の気を
　　　　胸いっぱいに　すいこんで
　　　　渋海の川の　末遠く
　　　　明るい希望を　持ちましょう
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校

二番　山の子供だ　山の陽を
　　　　心ゆくまで　身にあびて
　　　　小鳥の歌を　聞きながら
　　　　若芽のように　伸びましょう
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校

三番　みんな元気だ　山の子は
　　　　高い文化を　築くため
　　　　松苧の山を　仰ぎつつ
　　　　手に手をとって　進みましょう
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校

地域名 松代 № 65 学校名 北山小学校

一番　緑の林白い雲
　　　　風やわらかく学びの舎の
　　　　窓辺かすめて小鳥さえ
　　　　希望を呼んで　唄ってる
　　　　楽しい僕等の北山校　私たちの北山校

二番　あの谷川のせせらぎも
　　　　末ははるけき日本海
　　　　大地に満ちた気を吸って
　　　　大きくなろう　伸び伸びと
　　　　楽しい僕等の北山校　私たちの北山校

三番　雪にかがやく山々の
　　　　平和な姿そのままに
　　　　日本の歴史築きつつ
　　　　ともに進もう　手をとって
　　　　楽しい僕等の北山校　私たちの北山校
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 昭和55年3月1日 校歌制定年月日 昭和55年3月1日

（校章デザインのいわれ）
職員・児童・学区民一同作
案、佐藤英尊作成

作詞者
職員・児童・
学区民一同 作曲者

萩野亮一
（初代教頭）

地域名 松代 № 66 学校名 莇平小学校

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和21年

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者 山田耕作

一番　山里清く　松代の
　　　　頸城の山なみ　天をつく
　　　　この地朝日に　明けわたる
　　　　学び舎あらた　集いきて
　　　　希望をかかげ　高らかに
　　　　我等が学校　あざみひら

二番　清水わきて　せせらぎの
　　　　岩をかむ水　うなはらへ
　　　　この地自然を　友として
　　　　清く正しく　たくましく
　　　　希望をめざして　進みゆく
　　　　我等が学校　あざみひら

三番　あざみの森の　澄む風に
　　　　緑まぶしく　鳥の声
　　　　この地若人　手をつなぎ
　　　　心をみがき　知恵をねり
　　　　希望はばたけ　大空へ
　　　　我等が学校　あざみひら

地域名 松代 № 67 学校名 蒲生小学校

一番　ぶなの林の　風光る
　　　　学びやたのし　愛の園
　　　　ゆかりの池の　ま清水に
　　　　心みがかん　知恵くまん

二番　菱が高嶺の　朝日影
　　　　仰ぎて学ぶ　われらどち
　　　　向上一路　ひたぶるに
　　　　わらべ心は　躍るなり

三番　平和の鐘は　高鳴れり
　　　　文化の日本　きずくため
　　　　行くてはいかに　はるけくも
　　　　励みいそしみ　進みなん
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 昭和55年3月1日 校歌制定年月日 昭和55年3月1日

（校章デザインのいわれ）
職員・児童・学区民一同作
案、佐藤英尊作成

作詞者
職員・児童・
学区民一同 作曲者

萩野亮一
（初代教頭）

地域名 松代 № 66 学校名 莇平小学校

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和21年

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者 山田耕作

一番　山里清く　松代の
　　　　頸城の山なみ　天をつく
　　　　この地朝日に　明けわたる
　　　　学び舎あらた　集いきて
　　　　希望をかかげ　高らかに
　　　　我等が学校　あざみひら

二番　清水わきて　せせらぎの
　　　　岩をかむ水　うなはらへ
　　　　この地自然を　友として
　　　　清く正しく　たくましく
　　　　希望をめざして　進みゆく
　　　　我等が学校　あざみひら

三番　あざみの森の　澄む風に
　　　　緑まぶしく　鳥の声
　　　　この地若人　手をつなぎ
　　　　心をみがき　知恵をねり
　　　　希望はばたけ　大空へ
　　　　我等が学校　あざみひら

地域名 松代 № 67 学校名 蒲生小学校

一番　ぶなの林の　風光る
　　　　学びやたのし　愛の園
　　　　ゆかりの池の　ま清水に
　　　　心みがかん　知恵くまん

二番　菱が高嶺の　朝日影
　　　　仰ぎて学ぶ　われらどち
　　　　向上一路　ひたぶるに
　　　　わらべ心は　躍るなり

三番　平和の鐘は　高鳴れり
　　　　文化の日本　きずくため
　　　　行くてはいかに　はるけくも
　　　　励みいそしみ　進みなん
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和54年10月27日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市村重雄 作曲者 市村重雄

地域名 松代 № 68 学校名 儀明小学校

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和33年

（校章デザインのいわれ） 作詞者 滝沢 寛 作曲者 小山郁之進

一番　ほのぼのと
　　　　わが家の朝よ　森染めて
　　　　山なみはるか　日はのぼる
　　　　朝げの香り　早にこめ
　　　　育くみいとしみ　かぎりなき
　　　　恵みをうけて　励もうよ

二番　にこにこと
　　　　この学びやに　集いきて
　　　　笑顔あかるく　むつみ合う
　　　　希望にもえて　胸をはり
　　　　教えにさとしに　よく学び
　　　　体きたえて　進もうよ

三番　はればれと
　　　　儀明の里に　春立てば
　　　　ほほえみかける　雪わり草
　　　　鶯も鳴き立つ　この里の
　　　　花咲き歌あり　さわやかな
　　　　すがたうつして　伸びようよ

地域名 松代 № 69 学校名 室野小学校

一番　みどりの風が　吹きわたる
　　　　山ふところの　わが母校
　　　　大きな自然の　愛をうけ
　　　　われらはここに　いま集う
　　　　学友よ互に　手をくんで
　　　　正しい強い　子になろう
　　　　室野の　室野の　小学生
二番　歴史は古い　城の峯
　　　　流れはつきぬ　渋海川
　　　　年たち人は　変るとも
　　　　変らぬ教えと　友の道
　　　　学友よ　互いに腕くんで
　　　　文化を守る　子になろう
　　　　室野の　室野の　小学生
三番　雪の降る朝　星の夜
　　　　学の庭の　春や秋
　　　　体をきたえて　文を読む
　　　　われらがゆくて　はてもなし
　　　　学友よ　互いに肩くんで
　　　　未来をきづく　子になろう
　　　　室野の　室野の　小学生
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和30年

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者 滝沢竹治

地域名 松代 № 70 学校名 峠小学校

校章制定年月日 昭和59年4月1日 校歌制定年月日 昭和59年4月1日

（校章デザインのいわれ）
学校周辺で3つの川(渋海
川、濁川、城川）が合流す
る。3本の直線は川を表して
いる。小さな円は７つの集落
(峠、竹所、濁、木和田原、
室野、奈良立、福島）を表
し、大きな円で仲良く円満な
姿を表している。

作詞者 校歌制作委員会 作曲者 校歌制作委員会

一番　百鳥小鳥　窓に来て
　　　　朝の光に　唄ってる
　　　　たのしわれらの　学び舎は
　　　　今日も希望に　あふれてる

二番　不動の滝の　玉と散り
　　　　雪と砕ける　城川の
　　　　つきぬ流れに　智慧を汲み
　　　　勤め励もう　共々に

三番　室野城趾の　白い雲
　　　　われらが夢を　呼んでいる
　　　　手に手を取りあい　いそいそと
　　　　ああ愛の園　峠校

地域名 松代 № 71 学校名 奴奈川小学校

一番　朝霧晴れし　渋海川
　　　　茜に燃える　城の峯
　　　　黄金の波に　そよぐ風
　　　　ああよき郷の恵みうけ
　　　　空にそびえる学び舎よ
　　　　はばたけ我等が奴奈川校

二番　友睦まじく　集い来て
　　　　心を磨き　身を鍛え
　　　　歴史を築く　心意気
　　　　ああ永遠にゆるぎなき
　　　　学びの道をひとすじに
　　　　栄えよ我等が奴奈川校
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和30年

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者 滝沢竹治

地域名 松代 № 70 学校名 峠小学校

校章制定年月日 昭和59年4月1日 校歌制定年月日 昭和59年4月1日

（校章デザインのいわれ）
学校周辺で3つの川(渋海
川、濁川、城川）が合流す
る。3本の直線は川を表して
いる。小さな円は７つの集落
(峠、竹所、濁、木和田原、
室野、奈良立、福島）を表
し、大きな円で仲良く円満な
姿を表している。

作詞者 校歌制作委員会 作曲者 校歌制作委員会

一番　百鳥小鳥　窓に来て
　　　　朝の光に　唄ってる
　　　　たのしわれらの　学び舎は
　　　　今日も希望に　あふれてる

二番　不動の滝の　玉と散り
　　　　雪と砕ける　城川の
　　　　つきぬ流れに　智慧を汲み
　　　　勤め励もう　共々に

三番　室野城趾の　白い雲
　　　　われらが夢を　呼んでいる
　　　　手に手を取りあい　いそいそと
　　　　ああ愛の園　峠校

地域名 松代 № 71 学校名 奴奈川小学校

一番　朝霧晴れし　渋海川
　　　　茜に燃える　城の峯
　　　　黄金の波に　そよぐ風
　　　　ああよき郷の恵みうけ
　　　　空にそびえる学び舎よ
　　　　はばたけ我等が奴奈川校

二番　友睦まじく　集い来て
　　　　心を磨き　身を鍛え
　　　　歴史を築く　心意気
　　　　ああ永遠にゆるぎなき
　　　　学びの道をひとすじに
　　　　栄えよ我等が奴奈川校
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 昭和54年4月1日 校歌制定年月日 昭和54年4月1日
（校章デザインのいわれ）
昭和53年度当時、奴奈川中学校教
頭大口昭治先生のデザイン。松代を
象徴する「ぶな」の葉と中学校の「中」
を組み合わせたもの。左右の上向き
のデザインには、子供たちの「伸び、
成長」の願いが込められている。「中」
のたての棒で区切られた両側の等し
い数本のすじは、ぶなの葉脈をあら
わしていて、2枚の葉が真ん中で向き
合った形になっている。これは互いに
協力していこうという意味を表してい
る。白抜きで地色の緑は、緑豊かな
自然の中で子供たちがまっすぐ伸び
ていく様を表している。

作詞者 小山直嗣 作曲者 篠原正敏

地区名 松代 № 72 学校名 松代中学校

校章制定年月日 校歌制定年月日
（校章デザインのいわれ） 作詞者 林　柳波 作曲者 井上武士

一番　ぶなの若葉に　おおわれて
　　　　光かがよう　わが郷土
　　　　ここに瞳も　はればれと
　　　　学びの道を　進みゆく
　　　　我らが松代中学の
　　　　抱負よ花と　咲き香れ

二番　清き自然の　影宿し
　　　　永久に流れる　渋海川
　　　　ここに　豊かな　夢浮かべ
　　　　真理の扉　開きゆく
　　　　我らが松代中学の
　　　　希望よ雲と　わきあがれ

三番　古き文化の　香を残す
　　　　松苧社叢の　けだかさよ
　　　　ここに　気魄も　たくましく
　　　　平和な世界　築きゆく
　　　　我らが松代中学の
　　　　理想よ高く　風に鳴れ

地区名 松代 № 72 学校名 統合前の松代中学校

一番　渋海の川岸　朝日映ゆれば
　　　　我等が学び舎　窓を開く
　　　　風はそよ吹きて　鳥は高く呼ぼう
　　　　いざ行かん友よ　空は晴れたり
　　　　松代　松代　わが学び舎

二番　雪深けれども　文化埋れず
　　　　松苧の森かげ　緑清し
　　　　我等師とともに　学びきわめて
　　　　なつかしの窓に　仰ぐ山々
　　　　松代　松代　わが学び舎

三番　平和に満ちたる　ここのおちこち
　　　　鍬とり田作る　父よ母よ
　　　　我等友どちと　力併せつつ
　　　　ふるさとの村に　花をかざらん
　　　　松代　松代　わが学び舎
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（歌詞） （※清水小と同じ）

（楽譜）

（歌詞） （※孟地小と同じ）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 富沢清次 作曲者 富沢清次

地域名 松代 № 73 学校名 清水中学校

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ）
孟地小学校と同一のデザイ
ンで、中の文字が「中」に
なっている。

作詞者 小出浩平 作曲者 小出浩平

一番　小鳥の歌に　空はれて
　　　　遥かに望む　佐渡弥彦
　　　　広き眺めの　この丘に
　　　　我が学びやは　そびえ立つ

二番　薬師の山を　湧き出ずる
　　　　清水もいつか　鯖石の
　　　　川と流れて　海に入る
　　　　たゆまず我等　進まなん

三番　黒姫颪 さぶくとも
　　　　ときわ変らぬ　峯方の
　　　　緑の松のたくましく
　　　　強き力を　鍛えなん

四番　恵みも深き　春秋の
　　　　自然の中に　はぐくまれ
　　　　良き師と共に　むつましく
　　　　いそしむ我等　幸に生く

地域名 松代 № 74 学校名 孟地中学校

一番　山の子供だ　山の気を
　　　　胸いっぱいに　すいこんで
　　　　渋海の川の　末遠く
　　　　明るい希望を　持ちましょう
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校

二番　山の子供だ　山の陽を
　　　　心ゆくまで　身にあびて
　　　　小鳥の歌を　聞きながら
　　　　若芽のように　伸びましょう
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校

三番　みんな元気だ　山の子は
　　　　高い文化を　築くため
　　　　松苧の山を　仰ぎつつ
　　　　手に手をとって　進みましょう
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
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（歌詞） （※清水小と同じ）

（楽譜）

（歌詞） （※孟地小と同じ）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 富沢清次 作曲者 富沢清次

地域名 松代 № 73 学校名 清水中学校

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ）
孟地小学校と同一のデザイ
ンで、中の文字が「中」に
なっている。

作詞者 小出浩平 作曲者 小出浩平

一番　小鳥の歌に　空はれて
　　　　遥かに望む　佐渡弥彦
　　　　広き眺めの　この丘に
　　　　我が学びやは　そびえ立つ

二番　薬師の山を　湧き出ずる
　　　　清水もいつか　鯖石の
　　　　川と流れて　海に入る
　　　　たゆまず我等　進まなん

三番　黒姫颪 さぶくとも
　　　　ときわ変らぬ　峯方の
　　　　緑の松のたくましく
　　　　強き力を　鍛えなん

四番　恵みも深き　春秋の
　　　　自然の中に　はぐくまれ
　　　　良き師と共に　むつましく
　　　　いそしむ我等　幸に生く

地域名 松代 № 74 学校名 孟地中学校

一番　山の子供だ　山の気を
　　　　胸いっぱいに　すいこんで
　　　　渋海の川の　末遠く
　　　　明るい希望を　持ちましょう
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校

二番　山の子供だ　山の陽を
　　　　心ゆくまで　身にあびて
　　　　小鳥の歌を　聞きながら
　　　　若芽のように　伸びましょう
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校

三番　みんな元気だ　山の子は
　　　　高い文化を　築くため
　　　　松苧の山を　仰ぎつつ
　　　　手に手をとって　進みましょう
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
　　　　伊沢　伊沢　我等が母校
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 小出浩平 作曲者 小出浩平

地域名 松代 № 75 学校名 山平中学校

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 滝沢 寛 作曲者 萩原利次

一番　紫匂う　雲の上
　　　　黒姫山の　雪の色
　　　　輝く望み　いだきつつ
　　　　学びの道に　いそしまん
　　　　山平　山平　われらが　母校

二番　ゆかりの池の　増鏡
　　　　風清らかに　光あり
　　　　つぼみの花の　咲くごとく
　　　　学びの道に　いそしまん
　　　　山平　山平　われらが母校

三番　平和の鐘の　明けくれに
　　　　進む時代の　歩みあり
　　　　教えもさらに　新しき
　　　　学びの道に　いそしまん
　　　　山平　山平　われらが母校

地域名 松代 № 76 学校名 奴奈川中学校

一番　緑の森の城山や
　　　　紅葉をうつす渋海川
　　　　ここに育ちし我が胸に
　　　　学び舎の鐘鳴りわたる
　　　　強く正しく愛と智の
　　　　母校　奴奈川中学校

二番　冬の窓辺の朝の雪
　　　　夏の田の面を飛ぶ蛍
　　　　友よ手をくみ高らかに
　　　　学びの道をいざ行かん
　　　　強く正しく愛と智の
　　　　母校　奴奈川中学校
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（歌詞） （※桐山小と同じ）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

市川牧人 作曲者 大給正夫

一番　菱が高嶺の朝日影
　　　　黒姫山の夕映えも
　　　　希望の窓に照りはえて
　　　　甍聳ゆる桐谷の
　　　　学び舎たのしつれだちて
　　　　学びの道にいそましむ

二番　東頸刈羽魚沼と
　　　　よしや境は隔つとも
　　　　隔てぬ愛の真心は
　　　　ひろく涯なき日本海
　　　　地の利に人の和もそえて
　　　　平和の郷を築かまし

三番　重き任務の遠路に
　　　　そばだつ山は嶮しくも
　　　　進取向上ひたぶるに
　　　　いざ踏み越えん手をとりて
　　　　万物よみがえる初春の
　　　　若き日の夢描きつつ

地域名 松之山 № 78 学校名

地域名 松代 № 77 学校名 桐山中学校

一番　大松山の　青空に
　　　　羽ばたきかるく　舞い遊ぶ
　　　　小鳥のように　ほがらかに
　　　　友よ仲よく　手を組んで
　　　　学びの道を　進もうよ

二番　深雪を凌ぎ　風に耐え
　　　　幾千年も　栄え来し
　　　　ケヤキのように　たくましく
　　　　友よ希望に　胸をはり
　　　　正しく強く　伸びようよ

三番　平和の虹も　かけわたす
　　　　渋海の川の　よどみなき
　　　　流れのように　清らかに
　　　　友よたゆまず　ひとすじに
　　　　知徳の珠を　磨こうよ

校章制定年月日 昭和33年12月1日 校歌制定年月日 昭和31年11月16日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 小山直嗣 作曲者 小杉誠治

松之山小学校

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ）

（※桐山小と同じ）

作詞者
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（歌詞） （※桐山小と同じ）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

市川牧人 作曲者 大給正夫

一番　菱が高嶺の朝日影
　　　　黒姫山の夕映えも
　　　　希望の窓に照りはえて
　　　　甍聳ゆる桐谷の
　　　　学び舎たのしつれだちて
　　　　学びの道にいそましむ

二番　東頸刈羽魚沼と
　　　　よしや境は隔つとも
　　　　隔てぬ愛の真心は
　　　　ひろく涯なき日本海
　　　　地の利に人の和もそえて
　　　　平和の郷を築かまし

三番　重き任務の遠路に
　　　　そばだつ山は嶮しくも
　　　　進取向上ひたぶるに
　　　　いざ踏み越えん手をとりて
　　　　万物よみがえる初春の
　　　　若き日の夢描きつつ

地域名 松之山 № 78 学校名

地域名 松代 № 77 学校名 桐山中学校

一番　大松山の　青空に
　　　　羽ばたきかるく　舞い遊ぶ
　　　　小鳥のように　ほがらかに
　　　　友よ仲よく　手を組んで
　　　　学びの道を　進もうよ

二番　深雪を凌ぎ　風に耐え
　　　　幾千年も　栄え来し
　　　　ケヤキのように　たくましく
　　　　友よ希望に　胸をはり
　　　　正しく強く　伸びようよ

三番　平和の虹も　かけわたす
　　　　渋海の川の　よどみなき
　　　　流れのように　清らかに
　　　　友よたゆまず　ひとすじに
　　　　知徳の珠を　磨こうよ

校章制定年月日 昭和33年12月1日 校歌制定年月日 昭和31年11月16日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 小山直嗣 作曲者 小杉誠治

松之山小学校

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ）

（※桐山小と同じ）

作詞者
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

東川小学校地域名 松之山 № 79 学校名

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和13年

（校章デザインのいわれ） 作曲者
大平民彌
小林礼校閲

一番　五つの谷を洗い来て
　　　　一つに澄める東川
　　　　さやけき水音朝夕に
　　　　友とし学ぶ楽しさよ

二番　山幸野幸満ち足りて
　　　　和楽豊けき布川の
　　　　里の春日をもろともに
　　　　摘まむ誠の教え草

三番　四囲の山脈高くとも
　　　　降り積む雪は深くとも
　　　　自きょうと自治と協力の
　　　　行手さえぎる何かある

四番　古き歴史を慕いつつ
　　　　いよよ新にいそしみて
　　　　その名も高き松山の
　　　　鏡の光あらわさむ

地域名 松之山 № 80 学校名 坪野小学校

一番　百合の山の　山あいの
　　　　布川の里　丘の上
　　　　杉ぶなしげき　森の間に
　　　　清らかにたつ　坪野校

二番　若芽野に満つ　春の昼
　　　　紅もゆる　秋の山
　　　　白一色の　冬の朝
　　　　ああうるわしき　我が郷土

三番　崇高の自然に　抱かれて
　　　　あたたかき師に　みちびかれ
　　　　智徳をみがき　身をきたえ
　　　　若竹のごと　いざ伸びん

四番　勉めば何か　ならざらん
　　　　いざもろともに　ふるいたち
　　　　文化のかおり　かぐわしく
　　　　希望にもえて　進みなん

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 村山浩一 作曲者 外山雄三

作詞者
高橋右左武郎
相馬御風校訂
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

高田守久

一番　岩間の泉集めきて
　　　　水は真澄の渋海川
　　　　清き心をひと筋に
　　　　学びの道を進みゆく

二番　黄金波うつ千町田の
　　　　豊けき穫りうまし里
　　　　力と汗に土壌肥えて
　　　　空に希望の雲は湧く

三番　深山の雪は輝よいて
　　　　穢れを知らぬ若人の
　　　　こころをうつす増鏡
　　　　我等が行くて光あれ

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者

浦田小学校

校章制定年月日 校歌制定年月日

地域名 松之山 № 82 学校名

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和31年

（校章デザインのいわれ） 作詞者 金原省吾 作曲者 小山郁之進

一番　遠くはるけく　うけつぎて
　　　　耕しやまぬ　村人の
　　　　世世のいとなみ集まりて
　　　　ここに郷土の三つの村

二番　白山の森　蔭深く
　　　　三省の教　故古し
　　　　鳥なきかはす　ここの丘
　　　　学ぶもたの　しここの窓

三番　山清ければ　人篤く
　　　　水清ければ 人正し
　　　　日日に心の清くして
　　　　学びの道も　篤からん

地域名 松之山 № 81 学校名 三省小学校
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

高田守久

一番　岩間の泉集めきて
　　　　水は真澄の渋海川
　　　　清き心をひと筋に
　　　　学びの道を進みゆく

二番　黄金波うつ千町田の
　　　　豊けき穫りうまし里
　　　　力と汗に土壌肥えて
　　　　空に希望の雲は湧く

三番　深山の雪は輝よいて
　　　　穢れを知らぬ若人の
　　　　こころをうつす増鏡
　　　　我等が行くて光あれ

（校章デザインのいわれ） 作詞者 市川牧人 作曲者

浦田小学校

校章制定年月日 校歌制定年月日

地域名 松之山 № 82 学校名

校章制定年月日 校歌制定年月日 昭和31年

（校章デザインのいわれ） 作詞者 金原省吾 作曲者 小山郁之進

一番　遠くはるけく　うけつぎて
　　　　耕しやまぬ　村人の
　　　　世世のいとなみ集まりて
　　　　ここに郷土の三つの村

二番　白山の森　蔭深く
　　　　三省の教　故古し
　　　　鳥なきかはす　ここの丘
　　　　学ぶもたの　しここの窓

三番　山清ければ　人篤く
　　　　水清ければ 人正し
　　　　日日に心の清くして
　　　　学びの道も　篤からん

地域名 松之山 № 81 学校名 三省小学校
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（歌詞）

（楽譜）

（歌詞）

（楽譜）

小出浩平

一番　越路の山の奥深く
　　　　風さわやかに水清く
　　　　恵みたりたる平和郷
　　　　ここに生いたつ我等あり
　　　　ここぞ我等の松之山
二番　ふりつむ雪を力にて
　　　　色あざやかに若松の
　　　　強く雄々しくうるわしく
　　　　ここにのびゆく我等あり
　　　　ここぞ我等の松之山
三番　白地にみどり赤き中
　　　　校章さんたる校旗のもと
　　　　正義の歌を歌いつつ
　　　　鍛えのばさん身と心
　　　　ここぞ我等の松之山
四番　日に日に進む日本の
　　　　よき国たみの道すぐに
　　　　恩師と友と手をとりて
　　　　ともに進まんいざやいざ
　　　　ここぞ我等の松之山

（校章デザインのいわれ）
白い六角形は雪の結晶であ
り、松之山の大地を表してい
る。緑の松葉三本は全校が
三校舎に分かれて学んでい
た時代を象徴し、その先を
組み合わせることで一つに
結びついて松之山の大地の
上に立つ姿を示している。
赤い中の文字で中学校を表
している。

作詞者 小出浩平 作曲者

松之山中学校

校章制定年月日 昭和25年2月10日 校歌制定年月日 昭和27年12月25日委嘱

地域名 松之山 № 84 学校名

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 小山主嗣 作曲者 松山茂雄

一番　湯の香もにおう　あけぼのの
　　　　光にはえて　明けいづる
　　　　姿もきよき　雁が峰
　　　　仰いでともに　はつらつと
　　　　学びの道を　進みゆく
　　　　われらが松里小学校

二番　管領塚に　伝えきし
　　　　歴史を遠く　しのびつつ
　　　　誇りも高く　蛍雪の
　　　　栄ある校旗　ひるがえし
　　　　郷土の明日を　にないゆく
　　　　われらが松里小学校

三番　流れも清き　渋海川
　　　　虹たちしぶく　不動滝
　　　　自然の恵み　うるわしき
　　　　学びの園に　身を清め
　　　　正しく強く　はげみゆく
　　　　われらが松里小学校

地域名 松之山 № 83 学校名 松里小学校

137
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（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 小田嶽夫 作曲者 佐藤幹一

一番　清き流れの　渋海川
　　　　うまし姿の黒姫山
　　　　豊けき木々に　鳴く小鳥
　　　　都塵はなれし　静けさは
　　　　かの桃源にまごうべし
　　　　ああ麗わしし　わが郷土

二番　祖先が持ちし　闘魂を
　　　　素朴の心　我は嗣ぐ
　　　　壁なす雪に鍛えられ
　　　　澄みし流れに　洗われて
　　　　珠とかがやき　大空の
　　　　星と光を　競うかな

三番　よき師　よき友　我にあり
　　　　学びの庭に　はぐくむは
　　　　智なり徳なり　体と心
　　　　日進月歩の楽しさよ
　　　　期するは　正しき日本人
　　　　自由平和の　世界人

地域名 松之山 № 85 学校名 浦田中学校

138
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（歌詞）

（楽譜）

校章制定年月日 校歌制定年月日

（校章デザインのいわれ） 作詞者 小田嶽夫 作曲者 佐藤幹一

一番　清き流れの　渋海川
　　　　うまし姿の黒姫山
　　　　豊けき木々に　鳴く小鳥
　　　　都塵はなれし　静けさは
　　　　かの桃源にまごうべし
　　　　ああ麗わしし　わが郷土

二番　祖先が持ちし　闘魂を
　　　　素朴の心　我は嗣ぐ
　　　　壁なす雪に鍛えられ
　　　　澄みし流れに　洗われて
　　　　珠とかがやき　大空の
　　　　星と光を　競うかな

三番　よき師　よき友　我にあり
　　　　学びの庭に　はぐくむは
　　　　智なり徳なり　体と心
　　　　日進月歩の楽しさよ
　　　　期するは　正しき日本人
　　　　自由平和の　世界人

地域名 松之山 № 85 学校名 浦田中学校
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十日町小学校の一部を借りて創立。大池分校・軽沢分校設置

中条小学校の一部を借りて創立。大井田分校・飛渡第一分校・飛渡第二分校設置

下条小学校の一部を借りて創立。東下組分校設置

吉田小学校・鐙島小学校の一部を借りて創立。真田分校・名ヶ山分校設置

川治小学校の一部を借りて創立。八箇分校設置。S42.4.1六箇中学校と統合し南中学校となる

麻畑小学校の一部を借りて創立。二ッ屋分校設置。S42.4.1川治中学校と統合し南中学校となる

水沢小学校の一部を借りて創立。野中分校設置

室島・白倉分校設置

仙田中学校第2分校として創立。S38.4.1白倉中学校として独立。50.3.31川西中学校へ統合のため閉校

松代小学校で創立。孟地・清水小学校に分校を設置

松代中学校清水分校として創立。S36清水中学校として独立。54.4.1松代中学校へ統合

松代中学校孟地分校として創立。S39伊沢中学校として独立、同年5月1日孟地中学校と改称。54.4.1松代中学校へ統合

蒲生小学校で創立。S54.4.1松代中学校へ統合

室野小学校で創立。S54.4.1松代中学校へ統合

高柳村・仙田村組合立桐谷中学校創立。36年松代町が組合に加入。47年松代町立桐山中学校と改称。54.4.1松代中学校へ統合

小学校に併設し、浦田口校舎・松里校舎・東川校舎・坪野校舎に分かれる

浦田小学校で創立。H3.4.1松之山中学校へ統合

吉田中学校
S22.5.15

吉田中学校

川治中学校
S22.5.15

奴奈川中学校

S22.5.1

倉俣中学校
S22.4.30

橘中学校
S22

川西中学校
S36.4.1

川西中学校

仙田中学校
S22

S60.3.31中里中学校へ統合のため閉校

川治中学校・六箇中学校を統合して創立。実質統合はS43年1月

倉俣・貝野・田沢中学校を統合して創立

山平中学校
S22.5.1

十日町中学校

S22.5.15
十日町中学校

中条中学校
S22.5.15

中条中学校

下条中学校
S22.5.15

下条中学校

松之山中学校

S22.5.1
松之山中学校

浦田中学校
S22.5.1

上野中学校
S22

白倉中学校
S22

桐山中学校
S23

千手中学校と統合し川西中学校となる

S46.3.31川西中学校へ統合のため閉校

S50.3.31川西中学校へ統合のため閉校

田沢中学校
S22.5.15

中里中学校
S60.4.1

中里中学校

松代中学校
S22.5.1

松代中学校

S60.3.31中里中学校へ統合のため閉校

S60.3.31中里中学校へ統合のため閉校

六箇中学校
S22.5.15

水沢中学校
S22.5.15

水沢中学校

千手中学校
S22

南中学校
S42.4.1

南中学校

上野中学校と統合し川西中学校となる

孟地中学校
S22.5.1

清水中学校
S22.5.1

貝野中学校
S22.5.1

中学校の変遷

学校名
創立年月日

H29.4.1現在昭　　和 平　　成

95
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【
十
日
町
】

四
日
町
村
と
分
離
し
創
立
。
M
1
5
.1
中
条
校
の
附
属
校
と
な
る
。
1
7
.5
中
条
村
組
合
を
脱
す
。
2
2
.2
私
立
と
し
て
授
業
を
続
行
。

創
立
時
は
四
日
町
校
と
称
す
。
M
9
.5
中
条
校
附
属
と
な
る
。
1
6
年
分
離
独
立
。
M
2
4
.1
1
大
井
田
校
と
改
称

創
立
時
は
下
組
校
上
組
分
校
と
称
す
。
M
1
8
.5
独
立
。
3
3
.6
下
条
小
学
校
に
改
称

創
立
時
は
下
組
校
附
属
平
校
称
す
。
M
1
9
.1
1
簡
易
科
東
下
組
小
学
校
認
可

T
1
2
.3
.1
5
河
内
校
・
川
治
校
を
廃
し
川
治
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る

M
1
8
.9
校
舎
を
山
本
に
新
築
し
て
山
本
校
と
称
す
。
2
5
.4
河
内
校
と
改
称
。
T
1
2
.3
.1
5
河
内
校
・
川
治
校
を
廃
し
川
治
尋
常
高
等
小
学
校
と
な
る

川
治
校
の
分
場
と
し
て
創
立
。
M
2
0
年
山
谷
校
の
分
場
と
称
す
。
M
2
5
.4
独
立
し
て
二
ッ
屋
校
と
称
す

麻
畑
・
二
ッ
屋
小
学
校
を
統
合
し
創
立

H
2
1
.3
.3
1
閉
校飛
渡
第
一
小
学
校

創
立
時
は
中
条
校
附
属
新
水
校
と
称
す

M
4
1
.8
飛
渡
第
一
校
と
改
称

H
2
1
.3
.3
1
閉
校

2
2
.8
新
座
校
設
置
の
認
可
を
得
る

東
小
学
校

新
座
・
大
井
田
小
学
校
を
統
合
し
、
東
小
学
校
が
発
足

H
2
0
.3
.3
1
閉
校下

条
小
学
校

川
治
校
の
支
場
と
し
て
創
立
。
M
2
5
独
立
し
て
八
箇
校
と
称
す

川
治
校
の
分
場
と
し
て
創
立
。
M
2
1
.4
独
立
し
て
山
谷
校
と
称
す
。
M
2
5
.4
麻
畑
校
と
改
称

S
4
7
.3
.3
1
新
座
・
大
井
田
小
学
校
閉
校

　
大
　
　
正

昭
　
　
和

平
　
　
成

H
2
9
.4
.1
現
在

新
水
校
の
派
出
場
と
し
て
創
立

M
4
1
.8
飛
渡
校
か
ら
分
離
し
、
飛
渡
第
二
校
と
改
称

大
池
小
学
校
赤
倉
分
教
場
と
し
て
創
立

大
池
小
学
校
閉
校
に
よ
り
本
校
に
昇
格

S
5
6
.1
0
閉
校

H
1
5
.3
.3
1
閉
校

H
1
7
.3
.3
1
閉
校

中
条
小
学
校

十
日
町
小
学
校

学
校
名

創
立
年
月
日

十
日
町
小
学
校

M
5
.4
.1
0

大
池
小
学
校

M
9
.4

赤
倉
小
学
校

M
2
1
.4

明
　
　
治

麻
畑
小
学
校

M
8
.4

二
ッ
屋
小
学
校

M
8
.4

中
条
小
学
校

M
7
.2
.1
0

飛
渡
第
二
小
学
校

M
8
.2

飛
渡
第
一
小
学
校

M
8
.2

新
座
小
学
校

M
9
.1
0

大
井
田
小
学
校

M
8
.5

小
学
校
の
変
遷

東
小
学
校

S
4
7
.4
.1

下
条
小
学
校

M
8
.4

東
下
組
小
学
校

M
8
.4

S
3
5
.3
.3
1
麻
畑
・
二
ッ
屋
小
学
校
閉
校

川
治
小
学
校

六
箇
小
学
校

S
3
5
.4
.1

川
治
小
学
校

M
7
.2

河
内
小
学
校

M
1
8
.9

八
箇
小
学
校

M
8
.9
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第
4
番
小
学
貝
野
校
の
分
校
と
し
て
創
立
、
当
時
は
鐙
坂
と
高
島
の
2
校
。
M
1
2
.1
1
山
谷
校
の
分
校
に
転
ず
。
M
1
8
.5
分
校
の
称
を
廃
す
。
M
2
5
.4
両
校
を
合
し
て
鐙
島
校
と
改
称

M
1
6
.1
0
鉢
校
よ
り
分
離
し
て
名
ヶ
山
校
を
設
置
、
山
谷
校
の
附
属
。
M
2
0
.4
高
島
校
の
分
場
、
M
2
2
.7
真
田
校
の
分
場
と
な
る
。
M
2
5
.4
独
立

H
1
3
.3
.3
1
閉
校

M
4
1
.9
馬
場
校
・
今
泉
校
を
併
せ
て
水
沢
校
と
改
称

創
立
時
は
伊
達
校
と
称
し
、
第
8
番
小
学
川
治
校
の
分
校
な
り
。
M
1
2
年
分
離
独
立
。
M
2
2
年
合
併
に
よ
り
今
泉
校
と
改
称
。
M
4
1
.9
馬
場
校
・
今
泉
校
を
併
せ
て
水
沢
校
と
改
称

創
立
当
時
は
山
入
校
と
称
し
、
伊
達
校
の
分
場
な
り
。
M
2
1
.9
簡
易
科
野
中
校
と
改
称

十
日
町
小
学
校
・
川
治
小
学
校
の
一
部
を
分
離
し
創
立

馬
場
小
学
校

H
1
9
.3
.3
1
閉
校

H
1
7
.3
.3
1
閉
校

第
4
番
小
学
第
3
分
校
山
谷
校
と
称
す
。
M
1
2
年
独
立
。
M
2
5
年
吉
田
校
と
改
称

吉
田
小
学
校

鐙
島
小
学
校

第
3
番
小
学
新
町
校
の
附
属
と
し
て
創
立
し
鉢
校
と
称
す
。
M
1
2
.9
山
谷
校
の
分
校
。
M
2
0
.2
真
田
校
と
改
称

野
中
小
学
校

M
1
5
.7

馬
場
小
学
校

M
7
.9

水
沢
小
学
校

M
8
.3

吉
田
小
学
校

M
7
.3

水
沢
小
学
校

西
小
学
校

西
小
学
校

S
5
0
.4
.1

鐙
島
小
学
校

M
7
.5

名
ヶ
山
小
学
校

M
1
6
.1
0

真
田
小
学
校

M
7
.8

平
　
　
成

H
2
9
.4
.1
現
在

学
校
名

創
立
年
月
日

明
　
　
治

　
大
　
　
正

昭
　
　
和
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【
川
西
】

新
町
新
田
校
の
附
属
と
し
て
創
立

新
町
新
田
校
の
分
校
と
し
て
創
立
、
霜
条
校
と
称
す
。
M
2
2
中
野
村
の
成
立
に
よ
り
独
立
校
と
な
る

M
7
年
3
月
上
野
村
西
浦
の
慈
済
庵
で
開
校
、
上
野
校
と
称
す
。
同
年
6
月
新
町
新
田
に
移
転
し
て
新
町
新
田
校
と
改
称
、
上
野
校
は
分
校
と
な
る
。
M
1
1
年
4
月
新
町
新
田
校
・
上
野
校
を
合
わ
せ
て
上
野
校
と
称
す

仙
田
・
赤
岩
・
中
仙
田
小
学
校
を
統
合
し
、
中
仙
田
地
内
に
開
校

M
6
年
7
月
室
島
の
相
国
寺
首
座
寮
を
学
舎
と
し
て
仮
開
校
、
7
年
2
月
開
学
許
可

M
2
0
年
6
月
創
立
、
白
倉
分
場
を
置
く
。
M
2
0
年
6
月
高
倉
分
場
を
置
く
。
M
2
3
年
3
月
中
仙
田
分
場
を
置
く

赤
岩
校
の
分
場
と
し
て
創
立
。
M
2
5
年
独
立
す

仙
田
校
の
分
場
と
し
て
創
立
。
M
2
5
年
7
月
独
立
す

T
1
3
.9
中
仙
田
小
学
校
の
分
校
と
な
る

赤
岩
校
の
分
場
と
し
て
創
立
。
M
2
5
年
4
月
独
立
す

大
正
1
3
年
仙
田
小
学
校
の
分
校
と
な
る

S
4
7
年
4
月
独
立
す

仙
田
校
の
附
属
校
と
し
て
創
立
。
M
2
0
年
6
月
赤
岩
校
の
分
校
と
な
り
、
2
5
年
7
月
独
立
す

創
立
時
は
仁
田
校
と
称
す

M
3
8
.1
0
.6
橘
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

H
2
9
.4
.1
現
在

小
学
校
の
変
遷

学
校
名

創
立
年
月
日

明
　
　
治

　
大
　
　
正

昭
　
　
和

平
　
　
成

上
野
小
学
校

M
7
.3
.1

上
野
小
学
校

仙
田
小
学
校

M
6
.7

赤
岩
小
学
校

M
2
0
.6

S
4
9
.3
.3
1
閉
校

仙
田
小
学
校

S
4
9
.4
.1

千
手
小
学
校

M
7
.1
.1
6

千
手
小
学
校

T
1
2
.3
.3
1
閉
校

中
野
小
学
校

M
9

橘
小
学
校

M
6
.1
2

橘
小
学
校

田
戸
小
学
校

M
9
.2

高
倉
小
学
校

M
2
0
.6

S
6
1
.3
.3
1
閉
校

S
3
6
.5
.3
1
分
校
廃
止

H
2
1
.3
.3
1
閉
校

S
4
9
.3
.3
1
閉
校

白
倉
小
学
校

M
7
.1
1

H
6
.3
.3
1
閉
校

中
仙
田
小
学
校

M
2
3
.3

S
4
9
.3
.3
1
閉
校
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【
中
里
】

第
4
番
小
学
と
し
て
姿
に
創
立
。
M
9
年
貝
野
校
を
分
設
す
。
M
1
9
年
山
谷
校
か
ら
馬
場
校
の
分
校
に
転
ず
る
。
M
2
2
年
6
月
馬
場
校
か
ら
分
離
独
立
。
M
2
5
年
7
月
姿
・
貝
野
両
校
を
合
併
し
て
貝
野
校
と
称
す

第
6
番
小
学
中
深
見
校
の
附
属
と
し
て
創
立
。
M
1
5
年
独
立

中
深
見
校
の
分
校
と
し
て
創
立
し
、
田
代
校
と
称
す

M
4
1
年
5
月
田
所
校
と
改
称
す

馬
場
校
の
附
属
と
し
て
創
立
。
M
1
3
年
独
立

馬
場
校
の
附
属
と
し
て
創
立
。
M
1
3
年
田
沢
校
に
転
属
。
M
2
5
年
高
道
山
尋
常
小
学
校
と
改
称

H
1
3
.3
.3
1
閉
校

高
道
山
小
学
校
角
間
分
校
・
土
倉
分
校
、
倉
俣
小
学
校
小
出
分
校
を
廃
止
し
、
新
設

田
沢
小
学
校

高
道
山
小
学
校

M
8
.1

明
　
　
治

　
大
　
　
正

昭
　
　
和

平
　
　
成

小
学
校
の
変
遷

清
津
峡
小
学
校

S
3
5
.4
.1

H
2
1
.3
.3
1
閉
校H
2
9
.4
.1
現
在

貝
野
小
学
校

M
7

貝
野
小
学
校

倉
俣
小
学
校

M
8
.1

H
2
9
.3
.3
1
閉
校

田
所
小
学
校

M
9
.1

S
6
1
.3
.3
1
閉
校

学
校
名

創
立
年
月
日

田
沢
小
学
校

M
8
.2
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【
松
代
】

庵
堂
を
雪
中
派
出
場
と
し
て
1
～
3
年
冬
期
間
授
業

S
2
8
年
松
代
小
学
校
池
尻
分
校
と
改
称

犬
伏
校
菅
刈
分
校
と
し
て
創
立
。
M
1
6
年
菅
刈
小
学
校
と
し
て
独
立
、
M
2
2
菅
刈
校
廃
止
と
な
り
冬
期
雪
中
派
出
所
を
置
く
。
M
3
5
年
松
代
尋
常
高
等
小
学
校
菅
刈
分
教
場
と
改
称

浦
田
口
校
附
属
小
屋
丸
校
と
し
て
創
設
。
M
2
2
年
松
代
尋
常
小
学
校
小
屋
丸
分
教
場
と
改
称

S
5
8
.3
.3
1
閉
校

浦
田
口
校
の
付
属
校
と
し
て
創
立
（
閉
校
時
期
不
明
。
M
1
8
統
計
に
掲
載
な
し
）

小
屋
丸
分
校
か
ら
独
立

S
6
3
閉
校

松
代
尋
常
高
等
小
学
校
雪
中
派
出
所
と
し
て
開
所
。
T
元
年
蓬
平
分
教
場
と
な
る
。
S
2
2
松
代
小
学
校
蓬
平
分
校
と
改
称

S
5
4
蓬
平
小
学
校
と
し
て
独
立

松
代
校
会
沢
分
教
場
と
し
て
創
立
。
M
1
6
年
会
沢
校
と
し
て
独
立
。
T
9
年
峰
方
小
学
校
と
改
称

S
2
2
年
清
水
小
学
校
と
改
称

H
2
年
休
校

S
5
6
.3
.3
1
閉
校

峰
方
尋
常
小
学
校
桐
山
分
場
と
し
て
開
校

S
2
2
清
水
小
学
校
桐
山
分
校
と
改
称
。
2
3
年
組
合
立
桐
山
小
・
中
学
校
発
足

松
代
校
附
属
苧
島
校
と
し
て
創
立
。
M
1
8
年
松
代
校
か
ら
独
立

S
2
5
年
伊
沢
小
学
校
と
改
称
。
3
9
年
孟
地
小
学
校
と
改
称

H
2
.3
.3
1
閉
校

浦
田
口
校
の
付
属
校
と
し
て
創
立
。
M
1
8
年
浦
田
口
校
か
ら
分
離
独
立
。
M
2
2
町
村
制
施
行
に
よ
り
簡
易
科
伊
沢
小
学
校
海
老
分
教
場
と
な
る

H
1
.3
.3
1
閉
校

苧
島
校
に
通
学
困
難
な
た
め
、
雪
中
分
教
場
の
名
目
で
通
年
授
業
を
行
う

S
3
伊
沢
尋
常
高
等
小
学
校
滝
沢
分
教
場
と
し
て
開
校

H
5
.3
.3
1
閉
校

松
代
校
附
属
仙
納
校
と
し
創
立

M
3
7
年
北
山
尋
常
小
学
校
と
改
称

仙
納
校
附
属
田
代
校
と
し
て
創
立

M
3
5
年
北
山
尋
常
小
学
校
田
代
分
校
と
改
称

H
4
.3
.3
1
閉
校

仙
納
小
学
校
分
室
と
し
て
創
立

S
2
2
北
山
小
学
校
莇
平
分
校
と
改
称

S
5
4
莇
平
小
学
校
と
し
て
独
立

S
1
6
年
北
山
国
民
学
校
寺
田
分
校
と
改
称

北
山
尋
常
小
学
校
小
池
分
場
と
し
て
創
立

S
2
0
年
蒲
生
国
民
学
校
寺
田
分
校
と
改
称

庵
堂
で
寺
子
屋
形
式
で
創
立
。
M
3
0
北
平
尋
常
小
学
校
儀
明
分
教
場
と
し
て
開
校

S
5
4
儀
明
小
学
校
と
し
て
独
立

H
2
9
.4
.1
現
在

小
学
校
の
変
遷

学
校
名

創
立
年
月
日

明
　
　
治

　
大
　
　
正

昭
　
　
和

平
　
　
成

下
山
分
校

S
2
3

松
代
小
学
校

M
6
.1
2
.5

松
代
小
学
校

池
尻
分
校

M
3
4

S
4
6
閉
校

菅
刈
分
校

M
8

H
6
.3
.3
1
閉
校

小
屋
丸
分
校

M
9
.8

千
年
分
校

M
9
.1
1

蓬
平
小
学
校

M
3
9

H
6
.3
.3
1
閉
校

清
水
小
学
校

M
6
.6
.1
2

H
8
閉
校

海
老
分
校

M
8
.7

滝
沢
分
校

M
8
こ
ろ

桐
山
小
学
校

M
4
1

孟
地
小
学
校

M
8
.5
.1
0

H
2
6
.3
.3
1
閉
校

北
山
小
学
校

M
8

田
代
分
校

M
1
0

S
5
0
年
田
代
が
高
柳
町
へ

分
離
し
た
た
め
閉
校

莇
平
小
学
校

M
3
5

寺
田
分
校

M
2
5
こ
ろ

H
5
.3
.3
1
閉
校

蒲
生
小
学
校

M
6

H
5
.3
.3
1
閉
校

松
代
校
附
属
蒲
生
校
と
し
て
創
立
。
M
1
1
年
仙
納
校
附
属
と
な
る
。
M
1
8
簡
易
科
蒲
生
小
学
校
と
し
て
独
立
。
M
2
2
町
村
制
実
施
に
よ
り
北
平
小
学
校
と
改
称
。
M
3
5
蒲
生
尋
常
高
等
小
学
校
と
改
称

儀
明
小
学
校

M
1
2
こ
ろ

H
5
.3
.3
1
閉
校
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浦
田
校
の
付
属
室
野
校
と
し
て
創
立
。
M
1
8
年
第
1
3
番
小
学
室
野
校
と
改
称

浦
田
校
附
属
竹
所
校
と
し
て
創
立
。
M
1
2
峠
校
と
し
て
独
立

室
野
小
学
校
と
峠
小
学
校
が
統
合
し
開
校

峠
校
の
分
校
と
し
て
開
校
。
M
2
5
.4
峠
校
へ
合
併

平
　
　
成

奴
奈
川
小
学
校

S
5
9
.4
.1

H
2
6
.3
.3
1
閉
校

木
和
田
原
分
校

M
1
5
.6

室
野
小
学
校

M
7
.3
.1

S
5
9
.3
.3
1
閉
校

峠
小
学
校

M
9
.7
.1
0

S
5
9
.3
.3
1
閉
校

H
2
9
.4
.1
現
在

学
校
名

創
立
年
月
日

明
　
　
治

　
大
　
　
正

昭
　
　
和
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【
松
之
山
】

観
音
寺
校
と
し
て
創
立
。
M
8
浦
田
口
校
と
改
称
。
S
3
3
松
之
山
小
学
校
と
改
称

浦
田
口
分
校
東
川
校
と
し
て
創
立
。
M
1
8
中
等
科
東
川
小
学
校
と
改
称

浦
田
口
分
校
坪
野
校
と
し
て
創
立
。
M
2
5
坪
野
小
学
校
と
改
称

S
5
6
.3
.3
1
閉
校

室
野
分
校
水
梨
校
と
し
て
創
立
。
M
1
6
浦
田
分
校
小
谷
校
と
な
る
。
M
2
5
三
省
尋
常
小
学
校
と
し
て
独
立

室
野
校
の
付
属
校
と
し
て
創
立
。
M
9
本
校
浦
田
校
と
な
る

H
2
5
.3
.3
1
閉
校

室
野
校
附
属
天
水
越
校
と
し
て
創
立
。
M
9
浦
田
校
附
属
分
校
と
な
る
。
M
1
7
天
水
校
と
し
て
独
立
。
M
2
5
松
里
尋
常
小
学
校
と
改
称

H
2
6
.3
.3
1
閉
校

小
学
校
の
変
遷

坪
野
小
学
校

M
8

学
校
名

創
立
年
月
日

H
2
9
.4
.1
現
在

松
之
山
小
学
校

M
6
.1
1
.8

松
之
山
小
学
校

東
川
小
学
校

M
8
.5
.7

H
9
.3
.3
1
閉
校

明
　
　
治

　
大
　
　
正

昭
　
　
和

平
　
　
成

三
省
小
学
校

M
8
.4

S
6
2
.3
.3
1
閉
校

浦
田
小
学
校

M
8
.4

松
里
小
学
校

M
8
.4
.1
0
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